
福
井
県
に
お
け
る
郷
土
史
研
究
の
動
向 

～
平
成
26
年
～ 

 
 
 
 

 

「
福
井
県
ふ
る
さ
と
文
学
館
」
が
平
成
27
年
２
月
福
井
県
立
図
書
館
内
に
オ
ー
プ
ン
し

た
。
図
書
館
・
文
書
館
・
文
学
館
の
３
館
が
併
設
し
て
い
る
特
徴
を
活
か
し
た
活
動
を
し

て
い
く
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、「
福
井
県
立
若
狭
歴
史
博
物
館
」（
旧
若
狭
歴
史
民
俗
資
料

館
）
は
平
成
26
年
７
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
、
入
館
者
数
を
飛
躍
的
に
伸
ば
し

た
。 次

に
平
成
26
年
に
刊
行
さ
れ
た
主
な
出
版
物
を
紹
介
し
、
県
内
郷
土
史
研
究
の
動
向
と

し
た
い
。 

 ■
宗
教 

福
井
市
美
山
公
民
館
は
『
調
査
報
告
書
み
や
ま
の
越
前
狛
犬
』
を
作
成
、
同
地
区

内
に
所
在
す
る
神
社
52
社
の
神
仏
、
札
、
絵
馬
、
狛
犬
な
ど
収
蔵
品
を
悉
皆
調
査
し

た
。
小
浜
市
出
身
の
竹
中
敬
一
氏
は
『
若
狭
地
方
の
海
幸
山
幸
物
語
』
を
発
行
。
若

狭
地
方
に
伝
わ
る
口
伝
え
や
文
献
な
ど
か
ら
海
幸
山
幸
神
話
の
原
形
を
探
る
。 

■
自
治
体
史
・
地
域
史
等 

勝
山
市
は
、
市
制
60
年
を
記
念
し
て
『
も
の
が
た
り
か
つ
や
ま
の
歴
史 

上
』
を

刊
行
。
こ
れ
ま
で
刊
行
さ
れ
た
『
勝
山
市
史
』
を
基
に
、
イ
ラ
ス
ト
や
写
真
を
豊
富

に
使
っ
て
読
み
や
す
い
市
史
を
目
指
し
た
。
越
前
市
は
、『
越
前
市
史 

資
料
編
５
』

「
旗
本
金
森
左
京
家
関
係
文
書
」
を
発
刊
し
た
。
資
料
編
だ
け
で
28
巻
の
刊
行
を
予

定
し
て
お
り
、
今
回
が
三
巻
目
と
な
る
。 

「
戦
国
ふ
く
い
」
の
文
化
遺
産
活
用
実
行
委
員
会
は
、『
概
説
朝
倉
氏
の
歴
史
』
を

刊
行
。
カ
ラ
ー
写
真
や
図
版
を
多
用
し
た
親
し
み
や
す
い
一
冊
と
な
っ
て
い
る
。
福

井
市
文
殊
地
区
の
「
村
の
歴
史
懇
話
会
」
は
『
温
故
叢
談
第
十
号
』
を
作
成
、
方
言

や
昔
の
暮
ら
し
の
様
子
な
ど
を
ま
と
め
た
。
福
井
市
新
田
塚
郷
土
歴
史
研
究
会
は
、

『
ふ
る
さ
と
越
前
の
歴
史
発
掘
』
を
発
行
、
地
域
独
特
の
歴
史
に
付
随
し
た
伝
説
や

伝
承
を
ま
と
め
た
。
小
浜
市
松
永
地
区
は
地
区
の
逸
話
な
ど
を
ま
と
め
た
『
そ
ら
知

ら
な
ん
だ
！
松
永
の
歴
史
を
語
ろ
う
』
を
発
刊
し
た
。
小
浜
市
の
大
森
和
良
氏
は
、『
風

の
吹
い
て
き
た
村
韓
国
船
遭
難
救
護
の
記
録
』
を
刊
行
、
平
成
12
年
に
出
版
さ
れ
た

同
タ
イ
ト
ル
の
も
の
を
平
易
に
ま
と
め
直
し
た
。
勝
山
市
の
か
つ
や
ま
子
ど
も
の
村

中
学
校
は
『
中
学
生
が
書
い
た
消
え
た
村
の
記
憶
と
記
録
』
を
発
行
、
子
ど
も
た
ち

が
現
地
を
訪
ね
、
消
え
た
村
の
く
ら
し
や
歴
史
、
消
え
た
理
由
を
追
及
し
た
労
作
。

鯖
江
市
の
柴
田
成
一
氏
は
、『
水
戸
天
狗
党 

越
前
の
道
』
を
出
版
。
水
戸
浪
士
「
天

狗
党
」
の
県
内
の
足
跡
を
ま
と
め
た
。
一
方
、
若
狭
路
文
化
研
究
会
は
『
水
戸
天
狗

党
敦
賀
関
係
史
料
』
を
刊
行
。
公
文
書
で
天
狗
党
の
足
跡
を
た
ど
り
、
解
題
を
付
し

た
。
野
尻
泰
弘
氏
は
、
鯖
江
藩
の
大
庄
屋
を
ま
と
め
た
『
近
世
日
本
の
支
配
構
造
と

藩
地
域
』
を
発
刊
。
鯖
江
市
の
河
野
通
弘
氏
は
、『
探
古
‐
長
泉
寺
三
十
六
坊
の
歴
史
』

改
訂
増
補
版
を
発
行
し
た
。
鯖
江
市
下
新
庄
公
民
館
は
地
元
区
民
の
家
紋
や
屋
号
を

ま
と
め
た
『
下
新
庄
の
家
紋
と
屋
号
』
を
発
刊
、
235
軒
分
を
調
査
・
収
録
し
た
。
旧

北
陸
道
を
境
に
し
た
南
越
前
町
東
大
道
、
西
大
道
両
区
の
有
志
が
、
５
年
を
費
や
し

て
『
大
道
誌
』
を
編
纂
、
交
通
網
、
災
害
・
民
俗
な
ど
12
の
項
目
に
つ
い
て
そ
の
変

遷
や
い
わ
れ
な
ど
を
ま
と
め
た
。
越
前
町
の
中
橋
鍈
治
氏
は
、『
倶
会
一
処
～
寶
樹
寺

＆
干
飯
浦
の
歴
史
～
』
を
発
行
。
美
浜
文
化
叢
書
刊
行
会
は
、
美
浜
町
中
心
部
に
あ

っ
た
旧
耳
村
の
行
政
と
歴
史
を
伝
え
る
『
耳
村
誌
』
を
発
刊
し
た
。
大
正
12
年
に
編

纂
さ
れ
た
も
の
の
未
刊
行
だ
っ
た
原
稿
を
判
読
し
91
年
を
経
て
出
版
に
こ
ぎ
つ
け

た
も
の
。 

■
史
跡
調
査
報
告
書 

福
井
県
教
育
委
員
会
は
、『
浅
見
堂
ノ
北
遺
跡 

藤
巻
館
遺
跡
』『
上
蔵
垣
内
遺
跡
』

『
糞
置
遺
跡
』『
曽
根
田
遺
跡
』『
堂
山
城
跡
・
谷
口
西
谷
古
墳
群
』『
中
保
小
政
戸
遺

跡
』『
福
井
城
跡
（
遺
構
編
）』『
横
枕
遺
跡
』
な
ど
を
、
勝
山
市
教
育
委
員
会
は
、『
三

谷
遺
跡
』『
史
跡
白
山
平
泉
寺
旧
境
内
総
合
事
業
報
告
書
』
を
作
成
し
た
。 



■
人
物 

 
福
井
県
立
こ
ど
も
歴
史
文
化
館
は
『
ふ
く
い
の
先
人
た
ち 

近
現
代
』
を
刊
行
。

シ
リ
ー
ズ
第
五
弾
と
な
る
同
書
で
は
、
日
本
美
術
を
西
洋
に
紹
介
し
た
岡
倉
天
心
を

は
じ
め
27
人
に
つ
い
て
解
説
す
る
。
勝
山
市
の
佐
野
光
臣
氏
は
、『
泰
澄
和
尚
伝
記

現
代
語
訳
』
を
発
刊
、
平
成
元
年
刊
の
『
泰
澄
大
師
御
母
の
ふ
る
さ
と
・
勝
山
市
猪

野
』
中
の
「
泰
澄
和
尚
伝
記
」
を
底
本
に
現
代
語
訳
を
試
み
た
。
鯖
江
市
教
育
委
員

会
は
、
鯖
江
藩
七
代
藩
主
間
部
詮
勝
（
あ
き
か
つ
）
を
紹
介
す
る
『
間
部
詮
勝
ゆ
か

り
の
地
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
と
『
漫
画
人
物
史
』
を
制
作
。
福
井
市
森
田
公
民
館
の
歴

史
学
講
座
の
有
志
は
『
脇
屋
義
助
と
石
丸
城
』
を
ま
と
め
た
。
中
学
生
向
け
に
カ
ラ

ー
図
版
や
ル
ビ
な
ど
工
夫
を
こ
ら
し
た
一
冊
。
梅
田
昌
彦
氏
は
『
梅
田
雲
浜
入
門
』

を
刊
行
、
雲
浜
の
生
涯
の
ほ
か
、
顕
彰
事
業
の
紹
介
や
雲
浜
に
つ
い
て
の
文
献
案
内

を
ま
と
め
、
小
浜
市
の
村
上
利
夫
氏
は
『
梅
田
雲
浜
の
人
物
像
』
を
出
版
、
功
績
が

あ
ま
り
後
世
に
伝
わ
ら
な
か
っ
た
理
由
な
ど
を
明
ら
か
に
し
た
。 

■
地
誌
・
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク 

実
業
之
日
本
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
『
意
外
と
知
ら
な
い
福
井
県
の
歴
史
を
読
み
解

く
！
福
井
「
地
理
・
地
名
・
地
図
」
の
謎
』
は
、
新
書
版
の
手
に
取
り
や
す
い
装
丁

で
80
近
く
の
疑
問
に
答
え
る
。
敦
賀
市
出
身
の
内
池
久
貴
氏
が
出
版
し
た
『
福
井
の

逆
襲
』
は
、
様
々
な
デ
ー
タ
を
基
に
福
井
県
を
分
析
し
た
郷
土
愛
あ
ふ
れ
る
一
冊
。

勝
山
市
は
、『
勝
山
ま
ち
な
か
ガ
イ
ド
物
語
』
改
訂
版
を
発
刊
。
坂
井
市
丸
岡
観
光
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
は
、
小
冊
子
『
丸
岡
城
と
そ
の
周
辺
観
光
ガ
イ
ド
』
発
行
し
た
。 

■
各
分
野
団
体
史 

福
井
県
立
鯖
江
高
等
学
校
は
、『
創
立
百
周
年
記
念
誌
』
を
発
行
、
写
真
を
多
用
し
、

校
舎
だ
け
で
な
く
制
服
、
学
校
祭
な
ど
の
変
遷
も
ま
と
め
た
。
福
井
県
立
福
井
農
林

高
等
学
校
は
、『
福
井
県
立
福
井
農
林
高
等
学
校
百
二
十
年
史
』
を
発
行
し
た
。
敦
賀

市
サ
ッ
カ
ー
協
会
は
、
創
立
50
周
年
を
迎
え
『
記
念
誌
』
を
、
敦
賀
市
剣
道
連
盟
は
、

『
創
立
60
周
年
記
念
誌
』
を
発
刊
し
た
。
小
浜
市
の
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
「
若

狭
の
語
り
部
」
は
20
年
の
歩
み
を
振
り
返
る
記
念
誌
『
か
た
り
べ
』
を
作
成
し
た
。

大
野
市
消
防
団
は
『
大
野
市
消
防
団
設
立
60
周
年
記
念
誌
』
を
発
刊
、
大
野
市
の
大

火
の
歴
史
も
ま
と
め
た
。
敦
賀
市
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ウ
ェ
ッ
ト
ラ
ン
ド
中
池
見
は
、『
ウ

ェ
ッ
ト
ラ
ン
ド
中
池
見
10
年
の
あ
ゆ
み
』
を
ま
と
め
た
。
県
更
生
保
護
女
性
連
盟
は

『
50
周
年
記
念
誌
』
を
発
刊
し
た
。 

■
教
育 

大
阪
大
学
の
志
水
宏
吉
氏
ら
は
『
福
井
県
の
学
力
・
体
力
が
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
秘

密
』
を
出
版
、
教
師
、
親
、
生
徒
を
幅
広
く
取
材
し
一
冊
に
ま
と
め
た
。
勝
山
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
は
、
勝
山
市
出
身
の
教
育
者
の
生
涯
を
綴
っ
た
『
木
下
竹
次
の
生
涯

と
教
育
』
を
発
行
、
子
ど
も
の
学
習
意
欲
を
か
き
立
て
る
「
奈
良
の
学
習
法
」
を
確

立
し
た
実
績
な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
。 

■
民
俗 

福
井
市
の
坂
下
淳
子
氏
は
、
民
話
集
『
む
か
し
む
か
し
あ
っ
た
ん
に
ゃ
と 

お
ま

け
』
を
発
刊
。
こ
れ
ま
で
に
10
冊
の
民
話
を
発
刊
し
た
が
、
14
年
ぶ
り
の
発
刊
に
こ

ぎ
つ
け
た
。
敦
賀
市
の
柴
田
亮
俊
氏
は
冊
子
『
も
っ
と
知
り
た
い
敦
賀
の
魅
力 

ふ

る
さ
と
再
発
見
』
を
発
刊
、
同
市
内
の
天
然
記
念
物
や
歴
史
、
民
話
を
中
心
に
全
20

話
を
掲
載
し
て
い
る
。
大
野
昔
ば
な
し
再
話
研
究
会
は
『
昔
む
か
し
あ
る
と
こ
ろ
に

～
大
野
の
昔
ば
な
し
と
伝
説
』
を
発
刊
し
た
。
巻
頭
に
は
、
舞
台
と
な
っ
た
場
所
の

写
真
も
載
せ
た
。
勝
山
左
義
長
文
化
財
推
進
協
議
会
は
、
ま
つ
り
の
歴
史
と
伝
統
を

描
い
た
絵
本
『
勝
山
左
義
長
ま
つ
り
日
記 

ボ
ク
た
ち
の
出
番
』
を
制
作
、
左
義
長

太
鼓
を
始
め
た
ば
か
り
の
少
年
の
目
を
通
し
、
ま
つ
り
の
魅
力
を
多
面
的
に
描
い
た
。

勝
山
市
教
育
委
員
会
は
、
勝
山
市
内
に
あ
る
石
碑
の
分
布
調
査
の
報
告
書
『
勝
山
市

の
石
碑
』
を
発
行
、
幕
末
の
勝
山
藩
家
老
・
林
毛
川
（
も
う
せ
ん
）
の
遺
徳
碑
か
ら

忠
魂
碑
、
農
地
開
墾
の
歴
史
を
記
し
た
記
念
碑
ま
で
547
基
の
石
碑
を
網
羅
し
た
。
勝

山
市
の
山
田
雄
造
氏
は
、『
勝
山
の
街
並
み
散
策
』
を
発
刊
、
市
内
の
坂
道
や
町
家
、

寺
社
や
石
碑
を
紹
介
し
て
い
る
。
鯖
江
市
教
育
委
員
会
は
、
市
内
に
遺
さ
れ
た
石
碑
・



墓
碑
を
対
象
に
文
化
財
悉
皆
調
査
を
行
い
、
歴
史
的
価
値
の
あ
る
も
の
を
『
鯖
江
市

内
石
碑
調
査
概
要
報
告
書
』
に
ま
と
め
た
。
あ
わ
ら
市
の
市
民
グ
ル
ー
プ
「
活
芦
塾
」

は
、『
あ
わ
ら
の
民
話
』
を
作
成
、
地
名
や
寺
社
建
立
の
話
な
ど
20
話
を
掲
載
し
て

い
る
。
若
狭
路
文
化
研
究
会
は
、『
若
狭
湾
沿
岸
の
産
小
屋
資
料
集
成
』
を
刊
行
し
た
。

若
狭
湾
沿
岸
地
域
に
所
在
す
る
産
小
屋
に
関
す
る
文
献
を
取
り
ま
と
め
、
解
題
を
付

し
た
も
の
。
四
日
市
大
学
教
授
の
高
島
慎
助
氏
は
、『
福
井
の
力
石
』
第
２
版
を
刊
行
。

新
情
報
を
加
え
816
個
の
力
石
を
紹
介
し
て
い
る
。 

■
自
然 

大
野
市
の
大
野
地
区
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
は
、
越
前
大
野
城
が
あ
る
亀
山
に

つ
い
て
の
記
録
誌
『
亀
山
の
魅
力 
植
物
と
史
跡
』
と
『
亀
山
の
魅
力
―
紅
葉
と
天

空
の
越
前
大
野
城
か
ら
見
た
街
並
３
６
０
度
―
』
を
相
次
い
で
作
成
し
た
。 

■
土
木
・
建
築 

公
益
財
団
法
人
県
建
設
技
術
公
社
は
、
設
立
20
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
橋
や
道

路
な
ど
社
会
資
本
の
戦
後
の
整
備
状
況
を
ま
と
め
た
『
戦
後
福
井
県
社
会
資
本
整
備

年
表
』
を
作
成
し
た
。
地
域
環
境
研
究
所
は
、『
川
と
生
き
る
福
井
の
歴
史
』
を
刊
行
。

豪
雨
災
害
を
防
ぐ
治
水
の
大
切
さ
と
強
調
す
る
一
方
、
ま
ち
に
溶
け
込
む
身
近
な
川

づ
く
り
の
必
要
性
を
提
言
し
て
い
る
。
福
井
県
は
、
敦
賀
市
・
南
越
前
町
の
『
近
代

化
遺
産
周
遊
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
を
作
成
。
旧
北
陸
本
線
隧
道
群
を
中
心
に
、
北
前
船

や
敦
賀
港
に
つ
い
て
小
冊
子
に
ま
と
め
た
。
お
お
い
町
教
育
委
員
会
は
、
名
田
庄
納

田
終
地
区
に
建
立
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
神
社
に
つ
い
て
ま
と
め
た
『
加
茂
神

社
舞
堂
保
存
修
理
事
業
報
告
書
』
を
発
刊
し
た
。 

■
産
業 

福
井
市
の
西
川
誠
一
氏
は
『
河
内
赤
か
ぶ
ら
と
じ
じ
ぐ
れ
祭
り
』
を
ま
と
め
た
。

県
伝
統
野
菜
の
一
つ
「
河
内
赤
か
ぶ
ら
」
と
900
年
の
歴
史
を
持
つ
と
い
わ
れ
る
「
じ

じ
ぐ
れ
祭
り
」
の
資
料
集
と
な
っ
て
い
る
。
敦
賀
市
出
身
で
Ｊ
Ｒ
西
日
本
Ｏ
Ｂ
の
谷

口
昭
夫
氏
は
Ｊ
Ｒ
北
陸
本
線
の
130
年
余
り
の
歴
史
を
つ
づ
っ
た
『「
萬
世
永
頼
」
北

陸
線
を
走
っ
た
列
車
た
ち
』
を
刊
行
、
年
代
毎
の
ダ
イ
ヤ
や
主
要
都
市
を
結
ん
だ
列

車
の
変
遷
な
ど
を
詳
細
に
ま
と
め
た
。 

■
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ 

坂
井
市
の
印
牧
邦
雄
氏
は
『
三
国
港
町
の
名
所
旧
跡
と
文
化
遺
産
』
を
出
版
し
た
。

昭
和
44
年
刊
の
『
三
国
の
史
跡
・
名
勝
・
文
化
財
』
を
改
訂
し
た
も
の
。
小
浜
市
の

岡
村
昌
二
郎
氏
は
、
脚
本
集
『
皇
子
塚
幻
想
』
刊
行
、
若
狭
地
方
を
舞
台
に
し
た
脚

本
10
本
を
収
め
た
。「
福
井
山
歩
会
」
は
、
福
井
県
の
山
歩
き
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
『
登

っ
て
み
ね
の
福
井
の
山
』
の
VOL
Ｖ
Ｏ
Ｌ
・
７
を
発
刊
、
10
年
ぶ
り
の
改
訂
に
な
る
。 

■
文
学 

県
詩
人
懇
話
会
は
、
県
内
各
地
で
開
い
た
詩
の
教
室
で
作
ら
れ
た
詩
に
評
を
添
え

た
『
ふ
く
い
子
ど
も
詩
集
』
を
発
刊
。
ま
た
、
若
狭
地
域
の
女
性
文
芸
グ
ル
ー
プ
は

同
人
誌
「
文
芸
若
狭
」
を
創
刊
し
た
。 

■
歴
史
研
究
施
設
の
動
向 

最
後
に
各
施
設
の
主
な
特
別
展
を
紹
介
す
る
。
福
井
県
文
書
館
は
、「
水
戸
天
狗
党

敦
賀
に
散
る
―
蜂
起
150
年
―
」「
若
き
春
嶽
の
毎
日
―
新
発
見
の
御
用
日
記
か
ら
―
」、

福
井
県
立
歴
史
博
物
館
は
、「
敦
賀
湊
と
三
国
湊
」「
越
前
に
由
利
公
正
あ
り
」、
福
井
県
立

若
狭
歴
史
博
物
館
は
「
仏
教
絵
画
の
華
」「
黄
金
の
造
形
」、
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
史
料
館

は
、「
戦
国
時
代
の
金
と
ガ
ラ
ス
」「
我
が
国
初
の
戦
国
大
名 

朝
倉
孝
景
の
実
像
」、
福

井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
は
、
移
転
オ
ー
プ
ン
10
周
年
記
念
特
別
展
「
合
戦
―
生
き

残
れ
、
未
来
の
た
め
に
」、
大
野
市
歴
史
博
物
館
は
、
特
別
展
「
大
野
出
目
家
の
能
面
」、

鯖
江
市
ま
な
べ
の
館
は
「
間
部
詮
勝
の
時
代
」
み
く
に
龍
翔
館
は
「
十
郷
用
水
も
の
が
た

り
」
を
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
た
。 

以
上
、
紙
面
の
都
合
上
に
よ
り
、
個
人
史
、
抜
刷
な
ど
割
愛
し
た
資
料
や
、
漏
れ

た
資
料
に
つ
い
て
は
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


